
上地健斗(新3年)。浜松修学舎高校と対戦。 

惜敗したものの、好プレーも多々あった。 

 

一木正隆(新2年)。新体制下での主務を務める。 

卓球部 
 

【活動報告】 

男子は2月22日～23日にかけて、女子は同月23日～24日にかけて神奈川選手権大会が

ありました。当大会は“全国オープン”という位置付けであり、東経大や明治大、神奈川大な

どの関東圏の大学・クラブチームの他、新潟産業大学附属高校・愛知工業大学明電高校とい

った関東以外の地方からも参加できる大会です。 

 そして、来年度の新入生の初陣でもありました。2025年度に入学する男子7人・女子3人

が大学から出場(それより前の大会では大学のユニフォームを着用し高校からの出場となっ

ていた)。中でも、大武篤史(神奈川・三浦学苑からの新入生)が破竹の勢いで勝ち上がり、

格上の相手に勝利。それ以外のメンバーも普段対戦することのない全国区の相手と戦い、一

風変わった経験を得られました。 

 今大会の内容・結果を踏まえ、チームとしては春季リーグ戦で、個人としては関東新人大

会で、一勝でも多く勝ち星を挙げられる様に邁進して参ります。新体制となりましたが、引

き続き応援よろしくお願いします。 

  

 


